
 

講演の様子 田中素香氏（東北大学・名誉教授） 

2017 年 1 月 27 日（金）10:30-12:00 

ジャンモネセミナーシリーズ                                   

田中素香・東北大学名誉教授『英国の EU 離脱(BREXIT)とヨーロッパの将

来－格差問題を中心に－』 

2017 年 1 月 27 日（金）九州大学箱崎キャンパスにおいて、田中素香氏による特別講演『英国の EU 離脱(Brexit)とヨーロ

ッパの将来－格差問題を中心に－』が開催されました。この講演は、ジャンモネ CoE 九州 セミナーシリーズとして、九州大学 EU

センターの主催の主催で行われ、学生を中心に、研究者や一般市民など、約 200 名が参加しました。 

はじめに、岩田 健治（九州大学 EU センター長、九州大学経済学研究院）教授が、長い間日本において EU 研究を牽引さ

れてこられた第一人者である田中素香氏（東北大学・名誉教授）について紹介しました。その後、田中氏は、表題のテーマ

について、豊富なデータをもとに熱弁を振るわれました。 

その中で、氏は、英国の離脱問題を切り口として、EU が直面している課題や今後の展望についてお話をされました。 

同氏は、経済的観点から見た場合、EU からの離脱(特に WTO ステータス)は、EU 規模のサプライチェーンに組み込まれ繁栄し

てきた英国にとって無理筋であるものの、先進資本主義国が 70 年代央以降追求してきたグローバル化などの新自由主義的

施策と、そうした施策がもたらした所得格差や移民問題が背景にあると指摘しました。 

そのうえで、2008 年のリーマン危機以降、世界経済は強国による世界経済支配を特徴とする「ポピュリズム時代」に入っており、

域内の国別格差を是正する制度の構築や EU 英 FTA による Brexit への対応など、こうした「新しい現実」への EU の適応能力

が問われており、当面フランス大統領選挙が分岐点となると論じました。 

セミナーが成功裏に終了後も、熱心な学生や研究者が列を成して田中素香教授に直接質問を投げかけていた点が大変印象

的でした。 

     



 

（左）岩田健治教授（九州大学 EU ｾﾝﾀｰ長） 
（中央）講演者の田中素香氏 
（右）八谷まち子氏（九州大学 EU ｾﾝﾀｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ） 

講演後、学生の質問に答える田中氏 

   

 

 

イベント詳細 

ジャンモネセミナーシリーズ 

『英国のＥＵ離脱（Brexit）とヨーロッパの将来－格差問題を中心に－』 

 

1.日時：2017 年 1 月 27 日（金）10:30–12:00 

 

2.場所：九州大学箱崎キャンパス 文系地区・共通講義棟 201 教室 

 

3.講師：田中素香氏（東北大学名誉教授） 

 

○ 田中素香(たなか・そこう) 氏プロフィール 

1945 年生まれ。1967 年九州大学工学部電子工学科卒業。1971 年九州大学

大学院経済学研究科修士課程修了。1983 年経済学博士（九州大学）取

得。東北大学教授、中央大学教授を経て、現在東北大学名誉教授。日本国

際経済学会元会長、日本 EU 学会元理事長。 

専攻はヨーロッパ経済論。2001 年 JeanMonnetChair。主著『欧州統合』(有斐

閣,1982 年)、『EMS:欧州通貨制度』(編著,有斐閣,1996 年)、『拡大するユーロ経

済圏』(日本経済新聞出版社,2007 年)、『ユーロ危機とギリシャ反乱』（岩波新

書、2016 年）等。 

 
 


